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平
成
　
年
の
被
害
総
額
は
、
前
年
の
約
１
・

２９

３
倍
の
４
１
４
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

　
年
か
ら
減
少
傾
向
で
し
た
が
、
今
回
の
調
査

２５で
は
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。
【
グ
ラ
フ
①
参
照
】

　
地
域
別
の
被
害
額
を
み
る
と
、
八
幡
地
域
で

は
減
少
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
６
地
域
で
は

い
ず
れ
も
増
加
し
ま
し
た
。
最
も
被
害
額
が
増

加
し
た
の
は
高
鷲
地
域
で
、
前
年
の
４
倍
近
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
イ

ノ
シ
シ
、
シ
カ
に
よ
る
飼
料
作
物
、
水
稲
の
被

害
が
増
加
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。【
表
①

参
照
】

　
鳥
獣
別
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
・
シ
カ
に

よ
る
被
害
額
が
全
体
の
約
　
％
を
占
め
、
前
年

８０

同
様
大
き
な
被
害
を
出
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
額
は
１
１
６
８
万
円
で

全
体
の
　
％
と
、
最
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

２８

そ
の
ほ
か
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
よ
る
被
害
額
は
前

年
の
約
２
倍
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
ヌ
ー

ト
リ
ア
に
よ
る
被
害
額
は
ご
く
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
【
表
②
・
グ
ラ
フ
②
参
照
】

　
市
内
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
、
シ
カ
な
ど
の
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
被
害
額
は
ピ
ー
ク
時
の
平
成
　
年
に
は
１
億
円
を
超
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
市

２２

で
は
毎
年
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
、
防
護
柵
の
設
置
と
と
も
に
、
各
地
域
に
お
け
る
被
害
状
況
の
調
査
を

行
い
、
実
態
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。
　

前年比増減額平成２９年平成２８年鳥　獣
１９１.８％５５９１,１６８６０９イノシシ
９０.３％－１１８１,０９３１,２１１サル
１５９.２％３６２９７３６１１シカ
８７.２％－５０３４２３９２カモシカ
２２５.４％１１７２１１９４ハクビシン
１６９.１％８２１９９１１７カラス
２３.６％－１５５２０ヌートリア

００アライグマ
２２７.３％８６１５４６８その他
１３２.８％１,０２２４,１４４３,１２２合計
１０３.０％９７６円３３,５３１円３２,５５４円一戸当たり被害額

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫

前年比平成２９年（被害率）平成２８年平成２７年平成２６年平成２５年

９１.３%１,０８１ (５０.０%)１,１８４ ７９２ １,４４４ １,３２２ 八 幡

１４２.０%９２７ (３６.４%)６５３ ７１８ ９５５ １,０１０ 大 和

１７５.９%５１０ (２９.８%)２９０ ４１８ ４３０ ４２８ 白 鳥

３７７.０%７０５ (４０.６%)１８７ ２８０ ６８８ ６０８ 高 鷲

１０２.７%３７７ (４８.６%)３６７ ４７９ ４１５ ５９７ 美 並

１２６.２%２７９ (３９.７%)２２１ ２２５ ４７９ １,０９１ 明 宝

１２０.５%２６５ (４２.５%)２２０ ３１３ ４０２ ７５４ 和 良

１３２.７%４,１４４ ３,１２２ ３,２２５ ４,８１３ ５,８１０ 合 計

１２８.９%１,２３６戸９５９戸１,０７４戸１,２９２戸１,１７１戸被害戸数

１０３.０%３３,５３１円３２,５５４円３０,０２７円３７,２５１円４９,６１７円
一戸当たり

被 害 額

１２８.２%５２.６%４１.１%３９.０%３６.０%３９.７%回 答 率

１１０.１%３９.９%３６.２%４１.９%５４.５%４４.８%被 害 率

※調査票は、市内在住の農事改良組合員を対象として、５，８８３戸に配布し、３，０９７戸より回答いただきました。

※被害額は、「被害面積（数量）×作物の基準単価」により算出しました。

※一戸当たり被害額は、「被害額／被害戸数」により算出しました。

※被害率は、「被害戸数／回答戸数」により算出しました。

【表①】 地域別被害額 （単位：万円）

（単位：万円）

鳥

獣

被

害

調

査

結

果

万円

八幡

大和

白鳥

高鷲

美並

明宝

和良

平成２５年 平成２６年 平成2７年 平成2８年 平成２９年
0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

【グラフ①】　鳥獣被害額の推移（平成２５～29年）

【グラフ②】　鳥獣別被害割合

イノシシイノシシ

28.2％28.2％

シ カシ カ

23.5％23.5％

カモシカカモシカ
8.3％8.3％

イノシシ

28.2％

サ ル

26.4％

シ カ

23.5％

ハクビシン
5.1％

カモシカ
8.3％

カラス
4.8％

ヌートリア
0.1%

その他　3.7%

サ
ル
被
害
減
少
！

イ
ノ
シ
シ
被
害
増
加
!!

〜
平
成
29
年
鳥
獣
被
害
調
査
結
果
報
告
〜 ▼

調
査
期
間
…
平
成
　
年
1
月
1
日
か
ら
　
月
　
日

29

12

31

▼
調
査
対
象
…
市
内
全
農
家
（
各
地
区
の
農
事
改
良
組
合

に
所
属
す
る
農
家
）

▼
調
査
方
法
…
農
事
改
良
組
合
長
を
通
じ
て
調
査
票
を
各

農
家
へ
配
布
し
、
農
産
物
の
被
害
の
有
無
、
被
害
面
積

（
被
害
量
）
等
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【表②】 鳥獣別被害額
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作
物
品
目
別
で
は
、
水
稲
の
被
害
額
が
１
４

７
０
万
円
（
１
１
８
万
円
増
）
で
最
も
多
く
な

り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
前
年
同
様
で
す
が
、

被
害
割
合
は
全
体
の
　
％
と
、
前
年
の
　
％
に

３６

４３

比
べ
や
や
低
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
、
ト
マ

ト
な
ど
の
果
菜
類
の
被
害
額
が
５
７
１
万
円

（
１
９
８
万
円
増
）
、
ダ
イ
コ
ン
な
ど
の
根
菜
類

の
被
害
額
が
４
４
８
万
円
（
　
万
円
増
）
と
続

５８

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
も
被
害
額
が
増
加
し
た
の
は
南
天

な
ど
の
花
卉
類
で
、
３
１
２
万
円
（
２
６
０
万

円
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

な
ど
の
土
物
類
は
唯
一
被
害
額
が
減
少
し
、
３

４
２
万
円
（
　
万
円
減
）
と
な
り
ま
し
た
。【
表

５６

③
・
グ
ラ
フ
③
参
照
】

　
さ
ら
に
被
害
の
詳
細
を
み
る
と
、
鳥
獣
別

で
は
、
シ
カ
に
よ
る
被
害
が
3
地
域
、
イ
ノ

シ
シ
、
サ
ル
に
よ
る
被
害
が
そ
れ
ぞ
れ
2
地

域
で
最
も
大
き
く
、
品
目
別
で
は
、
水
稲
の

被
害
が
6
地
域
で
最
も
大
き
く
な
り
ま
し

た
。
【
表
④
参
照
】

　
市
で
は
、
農
作
物
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
、
防
護
柵
の
設
置
に
対
す

る
補
助
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
の
主
な
有
害
獣
捕
獲
数
は
、
シ

２９

カ
３
１
５
８
頭
（
８
８
４
頭
増
）
、
イ
ノ
シ
シ

７
１
４
頭
（
２
８
２
頭
増
）
、
サ
ル
３
４
２
頭

（
９
頭
減
）
で
、
合
計
捕
獲
数
は
過
去
５
年

の
う
ち
で
は
平
成
　
年
に
次
ぐ
頭
数
と
な
り

２６

ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
イ
ノ
シ
シ
、

サ
ル
、
シ
カ
に
よ
る
被
害
は
大
き
い
た
め
、

継
続
し
て
計
画
的
な
捕
獲
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
【
表
⑤
参
照
】

　
鳥
獣
被
害
防
止
用
の
各
種
防
護
柵
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
約
５
５
０
 ㎞

の
柵
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
延
長
は
毎
年
延
び
て
い
ま

す
。
　
こ
れ
ら
の
防
護
柵
に
加
え
、
残
さ
の
処
理

や
追
い
払
い
な
ど
を
あ
わ
せ
て
行
う
と
効
果

的
で
す
。
ま
た
、
個
々
の
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
ぐ
る
み
の
対
策
が
望
ま
れ
ま
す
。【
表
⑥

参
照
】

問
　
農
林
水
産
部
農
務
水
産
課

（
☎
　
・
１
８
３
５
）

６７

前年比増減額平成２９年平成２８年品　　　目

１０８.７%１１８１,４７０１,３５２水　稲

１１４.８%５８４４８３９０根菜類（大根、人参等）

１３８.７%４３１５４１１１葉茎菜類（白菜、ネギ等）

６６０.４%９１０１洋菜類（ブロッコリー等）

１５３.２%１９８５７１３７３果菜類（カボチャ、トマト等）

３１０.６%４７７０２３豆　類（大豆、インゲン等）

８５.９%-５６３４２３９８土物類（ジャガイモ等）

６０４.７%２６０３１２５２花卉類（南天等）

１４３.８%９３３０３２１０果物類（栗、柿等）

２２０.１%２５３４６４２１１その他（牧草等）

１３２.８%１,０２２４,１４４３,１２２合　　　計

１０３.０%９７６円３３,５３１円３２,５５４円一戸当たり被害額

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫

割　合被害額品　目割　合被害額鳥　獣

３０%３２４水稲３８%４０７シ　カ

八　幡 ２８%２９９花卉類３７%３９７サ　ル

１１%１１４果菜類１６%１７６イノシシ

３７%３４３水稲３９%３５７サ　ル

大　和 １６%１４４果物類２１%１９３イノシシ

１４%１３２果菜類１８%１６８シ　カ

３９%２００水稲３８%１９２イノシシ

白　鳥 ３０%１５５果菜類１８%９２カモシカ

１２%６０土物類１３%６５ハクビシン

５５%３８９その他５５%３８７イノシシ

高　鷲 ２２%１５７水稲２８%１９８シ　カ

１１%７９根菜類８%５９カモシカ

３１%１１８水稲４３%１６３サ　ル

美　並 ２４%９２土物類３４%１３０イノシシ

１５%５５果菜類８%２９カラス

５０%１４０水稲３１%８７シ　カ

明　宝 １４%３８果菜類２７%７４サ　ル

１２%３４根菜類２１%５７イノシシ

７１%１８９水稲２２%５７シ　カ

和　良 １１%２９果菜類２０%５４サ　ル

６%１６果物類１６%４２ハクビシン

平成２９年度平成２８年度平成２７年度平成２６年度平成２５年度鳥　獣

７１４４３２２３０１,０５８５００イノシシ

３４２３５１１９１３０４１６１ニホンザル

３,１５８２,２７４１,６８４４,０８１１,７４１ニホンジカ

４,２１４３,０５７２,１０５５,４４３２,４０２合　計

合　計
平成
２９年度

平成
２８年度

平成
２７年度

平成
２６年度

平成
２５年度

平成２３年
度以前の
設置距離

３２７.３ １２.８５.８１０.１１１.０２３.２２６４.４簡易電気柵

４２.０ ０.８０.６２.１４.９３.３３０.３その他簡易柵（ネット等）

１８０.８ ６.９１１.４ １９.７ ７２.１ ３０.６ ４０.１恒久柵

５５０.１ ２０.５ １７.８ ３１.９ ８８.０ ５７.１ ３３４.８合　計

（単位：㎞）

（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：頭）

市
の
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

水 稲水 稲
43.3%43.3%

その他
11.2%

根菜類
10.8%

果菜類
13.8%

豆類
1.7%

果物類
7.3%

土物類

8.3%

花卉類
7.5%

葉茎菜類
3.7%

洋菜類
0.2%

水 稲
35.5%

【グラフ③】　　　　　　　
　　作物品目別被害額割合

【表③】 作物品目別被害額

【表④】 被害割合上位３（鳥獣別・作物品目別）

【表⑥】 各種防護柵の設置距離

【表⑤】 有害獣の捕獲状況


